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１ はじめに

Providencia alcalifaciens（ＰＡ）は土

壌などの自然界や動物、ヒトの腸管などに分

布する非病原性の細菌として知られてきた。

しかし、１９９６年に福井市で起こった集団

食中毒事例でＰＡが検出され、その後の調査

により、２００１年に食中毒の起因菌になり

うることが明らかにされた。

今回、当所において原因不明として処理

された集団食中毒で、その後の精査により

ＰＡが食中毒の起因菌として示唆された事

例の概要を報告する。

２ 材料及び方法

１） 事例の概要

２００６年６月２７日、鳥取県東部の小学

校から東部生活環境局生活安全課に「５年生

３０名、教職員７名が６月２４日から２６日

にかけて下痢の症状を呈している。」との連

絡があり調査が開始された。同校５年生を対

象として、６月２２日、２３日に児童４４名

と職員７名が参加した宿泊研修を行ってお

り、内児童３０名職員７名に下痢及び嘔吐な

どの食中毒症状があることが判明した。

２） 既知の食中毒病因物質の検査

当所に搬入された研修参加者４６名（有症

者４４名）、施設従事者１０名の便、及び食

品残品２品（カレー、福神漬）、施設等拭き

取り６検体、井戸水、表流水について検査を

行った。細菌検査は、腸炎ビブリオ、サルモ

ネラ属菌、下痢原性大腸菌、カンピロバクタ

ー、黄色ブドウ球菌、セレウス菌、ウエルシ

ュ菌、プレシオモナス、エロモナス、赤痢菌、

エルシニア菌について、ウイルス検査はノロ

ウイルス、ロタウイルスＡ群、Ｃ群について

実施した。

３） ＰＡの分離・同定

保存していた便検体からＰＡの検出を試み

た。増菌培養にはトリプトソイブイヨン培地

を使用し、分離培地はＳＳ寒天培地を用い常

法により菌の分離同定を行った。分離菌株は

日水ＩＤテストＥＢ２０で確認した。

４） 病原性

ＰＣＲ法で易熱性エンテロトキシン遺伝

子、耐熱性エンテロトキシン遺伝子、腸管侵

入性大腸菌遺伝子、ベロ毒素遺伝子の検出を

試みた。

５） 遺伝子解析

分離した２０株について制限酵素ＳｍａⅠ

を用いパルスフィールドゲル電気泳動法（Ｐ

ＦＧＥ）を実施した。

６） 薬剤感受性試験

センシ・ディスク（ＢＢＬ）を用い、一濃

度ディスク法により実施した。

使用薬剤はセフォタキシム（ＣＴＸ）、カナ

マイシン（ＫＭ）、ゲンタマイシン（ＧＭ）、

ストレプトマイシン（ＳＭ）、エリスロマイ

シン（ＥＭ）、テトラサイクリン（ＴＣ）、

クロラムフェニコール（ＣＰ）、シプロフロ

キサシン（ＣＰＦＸ）、ナリジクス酸（ＮＡ）、

ノルフロキサシン（ＮＦＬＸ）、ホスホマイ

シン（ＦＯＭ）、ＳＸＴ（ＳＴ）、アンピシ

リン（ＡＢＰＣ）の１３剤を用いた。

７） 便中の排菌量

ＰＡを分離できた便のうち残量があった

１６検体についてＳＳ寒天培地を用いて平板

菌数測定法で菌数計算した。

３ 結 果

１） 既知の食中毒病因物質の検査結果



便から大腸菌、黄色ブドウ球菌、ウエルシ

ュ菌が検出されたが、病原因子が検出されな

いことから、いずれも食中毒の原因とは考え

られず、病因物質の特定はできなかった。

２） ＰＡの検出結果

患者便４４件中２０件からＰＡが検出さ

れ、うち数名は純培養状に検出された。

３） 病原性検査結果

検出したＰＡについて、易熱性エンテロト

キシン、耐熱性エンテロトキシン、腸管侵入

性大腸菌、ベロ毒素遺伝子すべて検出されな

かった。

４） 遺伝子解析結果

ＰＦＧＥで、２０名の分離株すべて同じパ

ターンを示した。

５） 薬剤感受性試験結果

分離菌株はエリスロマイシン（ＥＭ）に耐

性を示したが、他剤には感受性であった。

６） 便中の排菌量

有症者便のＰＡの排菌量は１０３/ｇから

１０８/ｇまであり、１０６/ｇ排菌している

者が最も多かった。しかし症状と菌量の相関

は認められなかった。

４ 考 察

ＰＡが食中毒起因菌になりうることは２０

０１年に大阪大学微生物研究所と福井県衛生

環境研究センターの共同研究により明らかに

された。その根拠は３９％という高率でＰＡ

が検出されたこと、分離菌株の遺伝子型が一

致したこと、有症者のＰＡに対する血清抗体

価が有意に上昇していたこと、ＰＡの動物実

験系での腸管病原性が陽性であったことであ

った。

今回の食中毒事例では有症者４４名中２０

名（検出率４４．５％）の高率でＰＡを検出

した。その排菌量は１０３/ｇから１０８/ｇ

であったことより、ＰＡが常在菌として存在

しているとは考えられにくい。また、ＰＦＧ

Ｅ結果でのＤＮＡパターンは２０株すべて同

一であり、一斉暴露の可能性が示唆された。

他県でＰＡが原因と推測された食中毒事例

では、いずれも発症率が高く、潜伏期間は３

日前後、下痢や腹痛に加えて発熱を伴う頻度

が高かった。今回の事例でも喫食者５１名中

４５名発症（発症率８８．２％）、下痢・腹

痛を訴える有症者が多く発熱症状を認める者

もいた。

これらのことから、この食中毒事例はＰＡ

が原因菌であると強く示唆された。しかし、

検食が保存されていないため食中毒の原因食

品の特定には至らなかった。

鳥取県の食中毒事例では毎年１０％程度

が原因不明である。食中毒の起こった病因

物質を明らかにし、情報発信していくこと

は予防対策には必要不可欠と考えられる。

今後は、ＰＡの病原性の解明や生態を明ら

かにし、感染源や原因食品の特定につなげ、

食中毒予防の一助にしたい。

５ まとめ

１）４４名の患者便を検査し、２０名からＰ

Ａを検出した。（検出率４４．５％）

２）分離した２０株すべてのＰＦＧＥ法によ

るＤＮＡパターンが一致した。

３）便中のＰＡの排菌量は１０３/ｇから

１０８/ｇまであり、平均１０６/ｇであった。

４）宿泊研修参加者５１名のうち発症者４５

名（発症率８８．２％）であった。

５）患者の主症状は腹痛、下痢で推定潜伏時

間は２日であった。
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